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用語解説 

 
【林 分】 
林相がほぼ一様であって森林の取り扱いの単位となる樹木の集団及びそれが生えている林

地を合わせて林分という。樹木の集団のみを林分ということもある。森林を区画したり管理す
る場合の基本単位である。元来は一斉林に用いられていた概念であるが、複層林や異齢林、混
交林にも適用される。森林を林相区分するとき、１ha 以上の面積を林分、１～0.5ha を小林
分、0.5～0.1ha を団などとして区別することがある。 
 
【林分構造】 
林分構造とは、林分の林冠層の違い、すなわち高木や低木など立木構成状態を空間分布とし

て表したものである。なお、林分とは、樹種、年齢、立木密度、生育状態などがほぼ一様で、
隣接したものとは森林の様相（林相）によって明らかに区別がつく一団地の森林をいう。 
 
【生物多様性】 
 生物多様性条約によれば、「生物多様性とは、すべての分野、特に陸上生態系、海洋及び水
生生態系並びにこれが複合した生態系における生物の変異性をいうものであり、種内の多様性
（遺伝的多様性）、種間の多様性（種多様性）、及び生態系の多様性（生態系多様性）を含むも
のである」と記されている。 
 種内の多様性は遺伝子の多様性であり、生物多様性は、普通「遺伝子」「種」「生態系」の 3
つのレベルからなる階層性を備えた概念である。遺伝的多様性は種を構成し、種多様性は生態
系の多様性を構成する。したがって生物多様性は、様々な広がりを持つ遺伝子、種、生態系の
変異性のアンサンブルである。種レベルの構成要素は生物多様性の要であるが、種の絶滅は遺
伝的多様性の低下によって、あるいは生態系の崩壊によって起こる。生物多様性とは、このよ
うに遺伝子から生態系までの組織的、機能的階層性の豊かさの概念である。 
 また、生態系をランドスケープと見れば、生物多様性は上記の 3 つのレベルでとらえられ
るが、生態系の上にランドスケープを置いて考えたときには、生物多様性は 4 つのレベルの
階層性で構成される。 
 
出典：(社)日本林業技術協会：「森林・林業百科事典」丸善，2001 
 
【林 分】 
 樹木の種類（組成）とその大きさや密度（構造）がほぼ一様な樹木の集団と、それらが生育
しているひとまとまりの林地の呼称。 
 
【樹 冠】 
 1 本の木の枝葉の広がりの部分。その広がりの形が冠のように見えることから樹冠という。
樹冠の連なった状態のものを林冠という。 
 
【林 冠】 
林木の枝葉の広がりの部分である樹冠が隣接木同士連なったもの。 
 

【林 床】 
 森林の地表面。 
 
【植 生】 
 ある場所に生育している植物の集団全体。 
 
【群 落】 
 植物の生活集団のこと。植生という用語も似たものであるが、植生はある場所の植物の生活
集団を漠然と指すのに対し、群落はブナ群落などというように、植生のある部分を区別して表
現するときに用いることが多い。ブナ群落とはブナが優占する植物集団のことであり、ブナと
混交する樹種や、林床のササ類、草本類などすべての構成種を含んだ植物集団のことである。 
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【遷 移】 
 ある地域の植生が時間とともに自然に移り変わっていく現象。火山の噴火による溶岩のよう
に、先代の生態系が全く消失した状態からスタートした遷移を一次遷移、先代の生態系、すな
わち少なくとも種子や根系を含む土壌が残った状態でスタートした遷移を二次遷移という。
我々の周辺で普通に見られるのは二次遷移であり、二次遷移は攪乱の程度などによって様々な
状態でスタートする。遷移の終わりの方の安定した段階を極相という。 
 
【極 相】 
 ある立地環境において、長期にわたり形成されてきた、群落の発達段階の終わりの方の段階
で、多かれ少なかれ安定した植物群落のことである。 
 
【攪乱（生態系の）】 
 森林が火災や強風などにより、部分的に、または全体的に物理的影響を受け、それが森林に
新たな影響を与えること。攪乱は森林の更新や遷移の進行などを制御する重要な現象である。
自然によるものを自然攪乱、人為によるものを人為攪乱と呼ぶ。 
 
【ギャップ】 
 単木または群状に林木が倒れたりして、上層林冠に孔隙の生じた部分。その部分は光条件が
よくなり、稚樹が発生したり、前生樹がよく生育する。 
 
【ハビタット】 
 ある種にとって生育・生息に適した場所のことで、生息場所と訳されている。植物にとって
は温度、水、土壌などの物理的、化学的条件がハビタットの重要な因子であり、動物にとって
は温度、水などの条件と餌の得られることが重要な因子である。 
 
【ニッチ】 
 ある種にとって生育・生息に適した場所であるハビタットの中で、種間の競争やお互いの利
益を得る相利などの生物間相互作用の結果得た生息場所のことで、生態的地位と訳されてい
る。棲み分け場所ともいう。気象が穏和で、餌が多く、隠れ場所、営巣場所の多い森林は多く
の生物にとってハビタットとなるが、それらの生物は樹冠、幹、枯死木、倒木、表層土壌、林
縁など様々な場所にニッチを得ている。 
 
【自然林】 
 自然度の高い森林。すなわち人為の影響が少なく、ある程度遷移段階の進んだ森林を指すこ
とが多い。 
 
【原生林】 
 過去に人手が加わらず、大きな自然攪乱の痕跡も見られない森林。極相段階の森林、すなわ
ち極相林と同じ場合が多いが、極相林は過去に人手は入っていても、遷移の最終段階に達した
ものは極相林である。実際には過去には多少の人手が入っているものも、その痕跡が見えなく
なっているものは原生林と呼ばれていることが多い。したがって、原生林は天然林の遷移の最
終段階のものであるともいえる。自然林は原生林を含むが、過去の経歴や遷移の段階などにつ
いては、より緩やかな見方がなされるのが普通である。 
 
【二次林】 
 自然、人為の如何を問わず、何らかの原因により植生が強く、あるいは頻繁に攪乱された後
に成立した、二次遷移の途中にある森林のことである。二次遷移とは、前代から残された土壌
の上でスタートした遷移である。また二次林とは、原生林（極相林、老齢林）と人工林を除く
すべての森林ということもできる。天然林、天然生林ともに原生林（極相林、老齢林）に至る
までの森林は二次林である。 
 
【施 業】 
 目的に照らして更新、保育、伐採（収穫）などを行う、森林の管理に関する林業の用語。最
近は森林管理一般にも使われていることがあるが、「業」という字の意味から、本来は林業（木
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材生産）において使われるものである。 
 
【天然林】 
 台風や森林火災などの自然攪乱によって天然更新し、極相までのあらゆる遷移段階（発達段
階）を含む森林。厳密には人手の加わらない森林であるが、伐採の影響を受けた天然生林も含
めて天然林と呼ぶことがある。 
 
【天然生林】 
 伐採など人為の攪乱によって天然更新し、遷移の途上にある森林のことである。天然林との
違いは、天然林は台風などの自然攪乱によって成立した森林で、遷移の途中相から極相までを
含むものである。天然生林も極相に達すれば天然林である。天然林が人為の影響がない（少な
い）のに対して、天然生林は天然林的要素を持ちながら、伐採という人為の影響を受けている
ものである。 
 
【人工林】 
 植栽または播種により更新した森林。間伐などの保育が行われるのが普通であるが、更新後
の手入れの有無は問わない。天然更新し、その後間伐などの手入れを行った森林は、育成林ま
たは天然生林と呼んでいる。 
 
【育成林】 
 天然更新と人工更新の如何を問わず、人手の加えられた森林のこと。その対語は非育成林で、
天然林を意味する。植栽または播種により更新した森林を人工林といい、人工林はもちろん育
成林であるが、天然更新した森林でも間伐などを施したものは育成林である。 
 
【一斉（単純）林】 
 一斉林は、皆伐や自然の攪乱の跡に同時に更新した木で構成された森林であり、同齢林と同
じ。単純林は同一樹種の森林。したがって一斉単純林は、同齢の単一樹種の森林である。 
 
【混交林】 
 高木層が二種類以上の樹種で構成された森林。しかし高木性樹種において、高木層と低木層
で樹種が異なるものも混交林という場合があり、その場合、混交複層林と呼ぶことが多い。 
 
【老齢林】 
 文字通り老齢の林を老齢林というが、ここでいう老齢林とは、林分の発達段階における最終
段階の老齢林のことで、高木層の枯死木や倒木が含まれ、様々な世代の木からなる階層構造の
発達した森林のことである。極相林とほぼ同じである。 
 
【回 廊】 
 開発などによって生息場所を分断されると、孤立した生物の個体群は遺伝的交流を妨げら
れ、遺伝的組織の劣化が生じたり、遺伝的変異性の縮小により環境変化に対して絶滅しやすく
なる。それを防ぐために分断された生息場所を個体群同士が移動し、交われるように設定され
た野生生物の移動経路のことを回廊（コリドー）という。森林性野生動物を対象とする回廊は、
森林の帯であることが普通である。 
 
出典：藤森隆郎：「森との共生－持続可能な社会のために－」丸善ライブラリー322，2000 
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附属資料 
    
 

○ 森林調査野帳 
○ 直接観察／痕跡調査 記録用紙 
○ 鳥類プロットセンサス調査 記録用紙 
○ 自動撮影調査 記録用紙 
○ ニオイステーション調査 記録用紙 
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